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量⼦技術イノベーション戦略⾒直し⾻⼦

⾒直しポイント（案）

量⼦技術を社会経済シ
ステムに取り込み、産
業競争⼒強化、社会課

題解決

量⼦技術の利活⽤促進

量⼦技術を活⽤した新
産業/スタートアップの

創出・活性化

（量⼦技術イノベー
ション戦略⾒直しWG

3⽉7⽇時点）
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量⼦ゲート型コンピュータの開発ロードマップ
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⾮連続な量⼦技術の変化がもたらす社会変⾰
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⼩柴満信（こしばみつのぶ）
Cdots合同会社共同創業者、JSR株式会社名誉会⻑

1955年東京⽣まれ。1978年千葉⼤学⼯学部（印刷・画像⼯学）卒業、1980年同⼤学院修了。
ロータリー財団奨学⾦を受けて⽶国ウィスコンシン州⽴⼤学⼤学院材料科学科に留学後、
1981年に⽇本合成ゴム㈱（現ＪＳＲ㈱）⼊社。東京研究所にて半導体材料の開発に従事する。

1990年に⽶国シリコンバレーに赴任し、JSR Micro Inc. にて半導体材料事業の⽶国市場での
地位確⽴に尽⼒。2002年に帰国後、電⼦材料事業部⻑、ファイン事業担当役員を経て2009
年に代表取締役社⻑に就任。2019年に代表取締役会⻑、2021年6⽉に退任、名誉会⻑に就任。

現在は出光興産、Aホールディングス、TBMの社外取締役を兼任する⼀⽅、Cdots合同会社
（シンクタンク）を設⽴し、先端技術、地政学、地経学に関する意⾒公表や講演を⾏う⼀⽅、
TBM、Spiber、Quantinuumなどの国内外のスタートアップの株式公開化を⽀援中。2019年
より経済同友会副代表幹事として経済安全保障、海外との交流・関係構築担当。
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⾮連続な量⼦技術の変化がもたらす社会変⾰
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